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1 取扱い商品

1 アクサダイレクト総合自動車保険

個人を対象とした通信販売（ダイレクトチャネル）によるリスク細
分型の自動車保険です。
自家用5車種を対象に、対人賠償保険をはじめ、対物賠償保険、
自損事故保険、無保険車傷害保険、搭乗者傷害保険の5つの保
険がセットされた基本補償に「アシスタンスサービス」が自動付
帯されています。車両保険の付保は任意で選択することができ、
車両保険を付帯する場合は身の回り品の補償も自動付帯されま
す。対人賠償事故と同様に対物賠償事故の場合も保険会社が示
談交渉を行います。
なお、2005年4月には用途･車種を拡大し、二輪自動車および
原動機付自転車の基本補償の引受けも開始しました。
アクサダイレクト総合自動車保険の最大の特長は、
顧客のニーズや特徴に、より的確に対応できる独自のリスク
区分を開発・導入
国内で初めて自宅での故障にも対応したアシスタンスサー
ビスを全契約者に提供

している点です。
年齢、居住地などに加え、免許証の色によるリスク区分を導入す
るとともに、契約車両の年間走行距離、車の使用目的などによる

きめ細かなリスク区分を使用する事で、顧客一人一人の条件に
即した合理的な保険料を算出しています。
また、アシスタンスサービスは、従来、事故に限られていた対象
範囲を、あらゆる局面に対応できるよう故障にまで広げるととも
に、国内で初めての自宅での故障にも対応しています。内容は、
ロードサイドサービス、自力走行不能時のレッカーサービス、宿
泊サービス、帰宅サービス、車両搬送・引取りサービスなどで、
すべての契約者が一定の条件内で、追加保険料なしにご利用い
ただけます。
また、事故の際には 24時間 365日、専任スタッフがフリーダ
イヤルにて迅速に対応しています。アクサダイレクトならではの
「ワンステップ事故対応サービス」では、「1本の電話」で、事故現
場での緊急アドバイスやアシスタンスサービスの手配はもとよ
り、事故解決までのプロセスの説明や、過失割合の推定などを、
迅速、効果的に提供しています。
さらに全国に広がるアクサダイレクトの指定修理工場では、修理
箇所の永久保証や無料引取り・納車サービスなどの特典もご利
用いただけます。

第2章 保険会社の主要な業務の内容
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2 その他の保険

住宅総合保険

地震保険

普通火災保険

利益保険

動産総合保険

コンピュータ総合保険

盗難保険

ガラス保険

機械保険

組立保険

賠償責任保険

労働災害総合保険

建設工事保険

貨物海上保険

運送保険

普通傷害保険

交通事故傷害保険

所得補償保険

国内旅行傷害保険

海外旅行傷害保険

住宅火災保険で補償する損害のほか、車の飛び込み損害・水漏れによって生じた損害、持出し家財の損害など幅広く補
償する保険。

住居・家財を対象とし各種火災保険にセットして、地震の損害に備える保険。

店舗・工場等の火災などにより生じた損害を補償する保険。

店舗企業の事務所・工場・倉庫等の火災、落雷、爆発などによる営業の休止によって生じた利益の減少を補償する保険。

動産を対象として、火災による損害のみならず、盗難や破損など偶然な事故による損害を補償するオールリスクタイプ
の保険。

コンピューターシステムを総合的に補償する保険。

特定建物内に収容した動産の盗難による損害を補償する保険。

建物などのガラスの偶然の事故による破損を補償する保険。

各種機械設備・装置に偶発的に生じた事故によって被った損害を補償する保険。

偶然の事故により他人に損害を与え、法律上の損害賠償責任を負ったとき、その賠償金を補償する保険。施設所有（管
理）者・請負業者・生産物・旅館などの賠償責任保険。

従業員が業務上災害を被ったとき政府労災保険の給付で足りない部分をお支払いする労災保険の上乗せ保険。

工事から引渡しまでの間に、建設中の建物に損害が生じた場合に補償する保険。

海上輸送中の貨物の海上危険によって生じた損害を補償する保険。

陸上（河川湖沼を含む）輸送中の輸送用具の事故、その他の危険によって生じた貨物の損害を補償する保険。

傷害保険の中で、補償する危険の範囲がもっとも広く、国内・国外を問わず家庭内・職場内・通勤途上・旅行中など日常
生活における傷害について保険金を支払う保険。また、特約をセットすることにより、日常生活の中で、被保険者（保険
の対象となる方）またはその家族が負担する法律上の賠償責任を支払うことも可能。

国内・国外を問わず、交通事故による傷害について保険金を支払う保険。

国内旅行中の傷害について保険金を支払う保険。また、特約をセットすることにより、賠償責任、携行品損害、救援者費
用等を補償することも可能。

海外旅行中の傷害について保険金を支払う保険。また、特約をセットすることにより、疾病、賠償責任、携行品損害、救
援者費用等を補償することが可能。

機械設備・プラント装置、鋼構造物等の据付け・組立工事において偶然の事故により工事の目的物・工事用材料などに被
った損害を補償する保険。

病気やケガによって就労できなくなった場合の喪失所得を補償する保険。

（注）詳細については、各約款などをご参照ください。



3 保険のしくみ

損害保険とは、同一の危険にさらされている多数の保険契約者
が、統計的基礎によって算出された保険料をそれぞれ支払って
おくことにより、事故による経済的損失が万一発生した場合に、
保険契約の約定内容と損害の程度に応じて保険金を受け取るこ
とができるようにするしくみです。
一つ一つの事故は、それぞれ個々の面から見れば偶然に発生し
ているわけですが、同一危険の集団を見れば、一定の確率で発
生していることが分かります。これが「大数の法則」です。損害保
険は、この「大数の法則」に基づき相互にリスクを分散すること
によって経済的補償を得る制度といえます。このようにして、損
害保険は個人の生活や企業経営の安定に寄与しています。

1 損害保険制度について

商法第629条では損害保険契約について、「保険会社が偶然な
一定の事故（保険事故）によって生ずる損害をてん補することを
約束し、保険契約者がこれに対してその報酬を支払うことを約束
することによって効力を生ずる」と定めています。したがって、損
害保険契約は、双務・有償契約で当事者の口頭による合意のみ
で有効に成立する不要式の諾成契約です。
しかし、多数の契約を迅速かつ正確に引受けるため、実務上は
一定様式の保険契約申込書を使用し、保険会社はこれに記載さ
れた内容に基づき保険証券または保険引受証を作成、契約者に
交付しています。

2 保険契約の性格について

お引受けした保険契約には様々な危険が混在するために、一保
険会社で負担することが不可能な場合があります。そのため、国
内や海外の他の保険会社に一定部分を再保険に出したり（出再）、
また逆に再保険を引受けたり（受再）して危険の平均化・分散化を
図っています。これにより、毎年の損害率の安定すなわち事業成
績の安定と引受能力の補完を図るとともに、経営の安定に万全
を期しています。
なお、当社は基本的には受再保険の引受けはいたしておりません。

3 再保険について
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2 お客様相談室

第2章 保険会社の主要な業務の内容

当社では、ご契約者様のみならず、広く一般のお客様からのお問
合せ等に迅速にお応えし、またお客様の声を当社のサービスの
質や商品の内容に反映するため、「お客様相談室」を設置してお
ります。
相談・苦情、さらに商品やサービスに関する各種お問合せやご意
見・ご要望を受付けた際には「お客様相談室」が各関連部門とも

緊密に連絡をとりながら、お客様にお応えできる体制をとってお
ります。
同時に、既にご契約いただいているお客様からの様々な「声」に
積極的に耳を傾け、今後のサービスや商品の充実、さらには業
務プロセスの改善に活かすべく、社内の報告・協議体制の構築
ならびに充実に常に尽力しております。

お客様からの相談・苦情等の受付は以下にて承っております。（携帯電話からもご利用になれます。）
■ お客様相談室 専用電話番号：0120－449－669
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5 保険料

「アクサダイレクト総合自動車保険」の保険料については、保険開
始日の前日までに当社所定の支払方法（コンビニエンスストア払
込み・クレジットカード払い）により当社へお支払いいただきます。
それ以外の保険商品については、契約締結と同時に、全額を現
金または小切手でお支払いいただき、団体扱契約など特に定め
られた場合以外、保険料の分割払いは認められません。
保険期間が開始した後でも万一保険料のご入金がない場合、保
険金をお支払いすることはできません。
保険期間中に危険の減少・増加などが生じた場合、保険料の返
還・請求を行い、また、保険契約者から保険契約解除の申し出をい
ただいた時には収受した保険料から規定の保険料を返還します。

1 保険料の支払い・返還

当社が適用している保険料率には、次のものがあります。
「損害保険料率算出団体に関する法律」に基づいて設立され
た損害保険料率算出機構が算出し、金融庁長官に届け出た
保険料率（基準料率といいます）。
損害保険料率算出機構が金融庁長官に届け出た純保険料率
（参考純率といい、将来の保険金の支払いに充てられる部分）
を基礎とし、会員である各損害保険会社で算出した付加保
険料率（保険事業を運営するために必要な社費、代理店手数
料などの経費および利潤に充てられる部分）を合せて、金融
庁長官の認可を受けた、あるいは金融庁長官に届け出た保
険料率。
当社独自で算出し、金融庁長官の認可を受けた、あるいは金
融庁長官に届け出た保険料率。

2 保険料率

4 約
やっ

款
かん

損害保険の内容や、契約の約束事を箇条書きにしたものが保険
約款です。保険契約の内容は、すべて約款および特約条項に基
づいています。また、保険契約申込書に記載された内容は、個々
の保険契約の具体的な内容として契約者・保険会社の双方を拘
束するものです。

1 約款の位置付け

保険のご契約に際しては、約款および特約条項の内容について
損害保険会社の社員もしくは損害保険代理店より事前に十分な
説明を受けることが大切です。また、保険契約申込書もしくはイ
ンターネット上の契約申込画面の記載内容についてもしっかり
確認をした上で契約する必要があります。
「アクサダイレクト総合自動車保険」ご契約の際は、電話、インター
ネットを通じて、お客様が直接当社またはインターネット販売を
行う代理店にアクセスし、お申込みいただけます。
商品内容についてご契約前にお客様に十分ご理解いただくた
め、商品パンフレットと併せて重要な項目について「重要事項説
明書」を作成しておりますので、必ずご覧ください。
その他の商品については、「ご契約のしおり」をご用意し、「告知
義務（ご契約の際に保険会社に重要な事実を申し出る義務）」、
「通知義務（ご契約後に契約内容に変更が生じた場合に保険会社
に連絡する義務）」、「保険金が支払われない場合」、「保険金の支
払い方」、「契約の失効」、「契約の解除」、「比例てん補」など特に重
要な項目について誤解が生じないよう、内容を十分ご理解いた
だく努力をしています。

2 ご契約時の留意事項

-1

-2

-3



6 保険金のお支払い

当社では、事故はもちろん故障の場合でも、スピーディーで安心・充実のサービス体制を整えて、お客様をサポートいたします。

■ 24時間365日、通話無料で事故受付
■１事故専任チーム制
ケガを伴う人身事故や双方に過失が発生する物損事故など
は、プロの専任担当者が連携し、責任を持って相手方との示
談交渉にあたります。

■ クイックサービスセンター
軽微な車両単独事故については、専門のクイックサービスセ
ンターが担当し、1日でも早く事故解決を行い、スピーディー
なお支払いを実施しています。

■ サービスセンター拠点 ■ 全国サービスネットワーク

1 充実の事故処理サービス

2 安心のサービスネットワーク

3 保険金お支払いまでの流れ
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第2章 保険会社の主要な業務の内容

損害サービスセンター1課 パイロットガレージ

損害調査ネットワーク

弁護士ネットワーク

約470ヵ所

約260地点

全国主要都市

損害サービスセンター2課

損害サービスセンター3課

損害サービスセンター4課

事故受付サービス課

クイックサービスセンター

損害サービスセンター

アクサライフサービスセンター

平成17年（2005年）7月11日 現在

■ 被害事故お客様相談スタッフ
お客様が被害にあわれた人身・物損事故についても、専任の
お客様相談スタッフが、相手方への請求方法や対応の仕方な
どのご相談について、親身にきめ細かいアドバイスをさせて
いただきます。
※なお、弁護士費用等担保特約を付帯されている場合は、被害事故にか
かわる法律上の損害賠償を弁護士に委任したことにより生じた費用を
お支払いする補償もご用意しています。

■ ワンステップ事故対応サービス
お客様からの最初のお電話でスタート。事故現場の緊急措置
のアドバイスやアシスタンスサービスの手配といった事故受
付から解決までのプロセスをご説明し、お客様の「不安」を
「安心」に変えます。
※夜間・休日は、事故受付とアシスタンスサービスの手配を行い、翌営業
日に専任スタッフからお客様へご連絡いたします。

事故現場での緊急措置アドバイス
アシスタンスサービスの手配

事故発生の
ご連絡

事故が発生したら、「事故受付・アシスタンスサー
ビスセンター」へ事故発生の日時、場所、事故の
概要などをご連絡ください。ワンステップ事故対
応サービスで、お客様をサポートします。

事故通知をお受けした後、ご契約内容を確認し、
専任の担当者をご案内します。
事故の内容に基づき、おケガをされた方へのご
連絡、被害物・事故現場等を調査します。

保険金のお支払いに必要な書類をご提出いただ
きます。（事故によりましては、お電話による保険
金請求意思の確認で、必要書類のご提出を省略
できる簡便な手続きもご用意しています。）

ご契約者との打ち合わせ、被害者との交渉、損害
額の認定・積算を経て、保険金の支払額を決定し
ます。

１日でも早く事故を解決し、速やかに保険金をお
支払いします。

専任担当者のご案内
初動調査

保険金請求書類
のご記入・送付

関係当事者との
打ち合わせ・示談

保険金のお支払い

保険金請求意思の確認と手続き
お客様の過失割合の推定
事故解決までのプロセスのご説明と事前打ち合わせ

パイロットガレージ（指定修理工場）のご紹介
無料で事故車引取・代車・納車サービスを実施

事故受付通知をお客様に送付
専任の担当者をご案内
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アシスタンスサービスは、アクサダイレクトにご契約いただいた全てのお客様(原付･バイクを含む)にご利用いただけるサービスです
事故はもちろん、故障により自力走行できないなど、お車のトラブルに対し、24時間365日、全国3,000ヵ所のサービス拠点
からお客様をサポートします。
また、2年目以降引き続きご契約を継続いただいたお客様には、サービスメニューを増やすほか、一部サービス内容を拡充して
ご提供しております。

ロードサイドサービス

レッカーサービス

宿泊サービス

帰宅サービス

車両搬送、引取りサービス

メッセージサービス

住まいの「玄関カギ開け」サービス

4 アシスタンスサービス

5 事故や故障が発生したら・・・・

事故または故障による「パンク」「ガス欠」「カギの閉じ込み」「バッテリー上がり」等の突然のトラブル時の
緊急修理サービス（現場における30分程度の緊急修理）

事故または故障による自力走行不能時に最寄りの修理工場までけん引

事故または故障により、お車が6時間以上使用不能となり、現地にて修理完了まで待機される場合には、
ホテル等を手配のうえ、費用を負担

事故または故障により、お車が6時間以上使用不能となり、旅行を継続または帰宅される場合には、代替
交通機関を手配のうえ、費用を負担

帰宅サービスにより、ご帰宅または旅行を継続された後、修理完了車両の搬送または引取りをご希望に
なる場合の手配

事故または故障により、お車が自力走行できなくなり、お客様がご家族または旅行会社へのご連絡を
ご希望になる場合のメッセージ代行

外出していてカギをなくしてしまった場合などに、カギの専門業者を手配し、無料で緊急開錠※

まずはお電話ください。ワンステップ事故対応サ－ビスを通じてお客様をサポ－トいたします。
■ 事故受付・アシスタンスサ－ビスセンタ－（24時間・年中無休）：0120－699－644
（携帯電話からもご利用になれます。）

＊各サービスは、当社が提携するアシスタンス会社が提供するものです。
＊ご契約の車種が原付・バイクの場合、一部ご利用できないサービスがあります。
＊ご契約の初年度と2年目以降のサービスについては、内容が異なっております。詳細は、当社サービスガイドをご覧いただくか、もしくはカスタマーサービスセンターへお問合せください。
※住まいの玄関カギ開けサービスは、2年目以降ご継続のお客様にご提供いたします。

燃料補給 

各種オイル漏れ 
点検補充等 

バッテリー 
ジャンピング 

各種バルブ、 
ヒューズ取替え 

スペアタイヤ交換 
タイヤ周り点検 

冷却水補充 

カギ開け 

ボルトの締付け 

1メートル以内の 
落輪引上げ 

サイドブレーキの 
固着の解除 

。



通信販売については、アクサダイレクト総合自動車保険（略
称：ADCAP）を販売しています。電話、インターネットを通
じて、お客様から直接当社カスタマーサービスセンターにア
クセスいただき、契約を締結いたします。
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7 保険募集

第2章 保険会社の主要な業務の内容

当社の募集体制は、通信販売と代理店販売に大きく分けることができます。

保険契約を締結するためには、保険加入の申込みを行い、それを当社が承認する必要があります。
通常は保険料支払いと共に所定の申込書を提出します。
ご契約者から保険料を受領した後、当社は所定の保険料領収証を発行します。
これで契約手続きが完了し、契約成立後に保険証券あるいは保険引受証が発行されます。

通信販売での保険加入では、当社カスタマーサービスセンター
の社員から商品説明をお聞きいただくか、当社からお送りする
資料等の内容をご確認いただいた上で、保険契約申込みと保険
料支払いをいただき、手続きが完了となります。さらに、お引受
条件などについては、契約成立後にお届けする保険証券の記載

内容での再確認をお願いしております。
また、当社のホームページ上では、「アクサダイレクト総合自動車
保険」の資料請求や保険料の見積りだけでなく、契約締結までを
ネット上で完了させることができます。
（当社ホームページ http://www.axa-direct.co.jp）

1 当社の募集体制について

2 契約締結のしくみ

代理店販売においては、主として普通傷害保険と交通事故傷
害保険を販売しています。保険募集は、保険会社の社員もし
くは保険会社が保険契約締結の権利を委託している代理店
が行います。主要代理店としては、同じグループに属するア
クサ生命保険株式会社およびアクサ保険サービス株式会社
があります。また、アクサ生命営業社員によるアクサダイレ
クト総合自動車保険の紹介業務も行っています。

-2-1

通信販売の契約締結のしくみ-1

代理店販売の契約締結のしくみ-2

お見積りのご依頼
（お電話・インターネット・FAX）

ネット完結型

保険契約の締結・保険料の領収 代理店委託契約

お客様あてに、
お見積り書

および申込書の送付
（郵送）

お客様 代理店 損害保険会社（アクサ損保）

保険料払込手続完了
（コンビニ・銀行等から振込

・クレジットカード）

契約成立
（証券発行または引受証発行）

当社において
申込書類を受領

（郵送）

＋
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代理店は損害保険会社と損害保険代理店委託契約を締結し、そ
れに基づいて保険会社の代わりに保険募集を行い、保険契約締
結の代理もしくは媒介（注）を行うことを主たる業務としています。
保険の相談、事故発生時のお手伝い等その他必要な業務のうち、
保険会社が特に指示した業務も行っています。代理店が保険契
約締結の代理を行う場合には、保険料の領収、保険料領収証の
発行・交付も行います。
（注）損害保険代理店が保険募集を行うときは、保険業法第294条に基づき、

お客様に対し、「保険会社を代理して保険契約を締結」するか「保険契約

の締結を媒介」するかを明示させていただいております。

3 代理店の役割と業務内容

当社は適正な保険募集行為を確保するために、所属代理店の保
険募集に従事する役員・使用人に対し、所定の教育を実施してお
ります。

5 代理店教育

外務社員・代理店研修生制度はありません。

7 外務社員・代理店研修生

当社は、「金融商品の販売に関する法律」に基づき、次のとおり勧
誘方針を定め常にお客様の立場に立った販売活動に努めており
ます。

8 勧誘方針

当社の代理店数は、平成17年3月31日現在、全国で１１店です。

6 代理店数

損害保険代理店として保険募集を行うためには、保険業法第
276条に基づき主務官庁に登録しなければなりません。また、
代理店の役員・使用人として保険契約の募集を行う人は保険業
法第302条に基づき、主務官庁に届け出なければなりません。

4 代理店登録

保険業法、金融商品の販売等に関する法律、消費者契約
法およびその他各種法令等を遵守し、適正な保険販売を
心掛けます。なお、保険販売に際しましては、お客さまに
ご理解いただけるような説明を行うよう常に努力してま
いります。

お客さまの保険に関する知識、保険の加入目的、財産状
況を総合的に勘案し、お客さまの意向と実情に適合した
説明を行うよう心掛けるとともに、お客さまの意向と実
情に沿った適切な保険商品が選択できるように常に努力
してまいります。

お客さまと直接対面しない保険販売（例えば通信販売等）
を行う場合においては、説明方法等に工夫を凝らし、より
多くのお客さまにご理解いただけるよう常に努力してま
いります。

万が一保険事故が発生した場合におきましては、保険金
のお支払いについて迅速かつ的確に処理するよう常に努
力してまいります。

お客さまのさまざまなご意見等の収集に努め、それを保
険販売に反映していくよう常に努力してまいります。

-1

-2

-3

-4

-5


